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令和８年度 広島・愛媛交流会議 議事録 

 
開 催 日 時：令和８年７月 27 日（月） 13:30～14:45 

開 催 場 所：大三島 憩の家（今治市大三島町宗方 5208-1） 

出 席 者： 

【行 政】愛媛県知事 中村 時広 

広島県知事 横田 美香 

 【経済界】愛媛県商工会議所連合会会頭 三好 賢治 

       広島県商工会議所連合会会頭 松藤 研介 

 

１ 開会 

（愛媛県 企画振興部長） 

それでは定刻となりました。本日の広島・愛媛交流会議で進行役を務めさせていただきます

愛媛県企画振興部の三好でございます。ただいまから令和 8 年度広島・愛媛交流会議を開催い

たします。本日の会議は、14時 40分までとなっており、そのあと記者会見を予定しておりま

す。開会にあたりまして、中村愛媛県知事がご挨拶申し上げます。 

 

２ 開会あいさつ 

（愛媛県 中村知事）  
本日はご多用の中、広島県から横田知事、そして松藤会頭、また地元からも三好会頭にもご

出席をいただきありがとうございます。 
この広島・愛媛交流会議は平成 5年から始まっていまして、今回で 31 回目を迎えます。私も

毎年、10 数回参加をさせていただき、本当にこの会を通じて、広島と愛媛県が共同してこうい

ったことに取り組もうというような合意が形成され実現したものがたくさんございました。特

にこのしまなみ海道、私が就任した時は本当に水産業とそれを主とした観光ぐらいだったんで

すけど、この景観何とかならないかなということで、前の仕事でしま博覧会というものを松山

市で行ったことがありまして、その拡大バージョンをやりたいというような夢がありました。 
それとこちらに来た時に、自転車専用道路を活用して世界に情報発信できないかなというよ

うな夢を抱えて、そして広島でも瀬戸内海の道構想という考え方を出されて方向性がマッチし

て、色々な取り組みを共同で進めてきた経緯があります。本当にもう見違えるように民間投資

が入り、観光というふうな観点から様々な注目をされるような成長ができたところでございま

す。 
今日はその代表的な場所として、ちょっと高級バージョンの WAKKA、そしてこちらはぐっと入

りやすい経済的な価格で泊まれるこの場所の 2 ヶ所を見てもらうということになりましたけれ

ども、本当に今年は特に世界大会もありますし、また次なるステップについても議論ができた

らというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げまして、開会にあたって

のごあいさつとさせていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

（愛媛県 企画振興部長） 

ありがとうございました。続きまして意見交換に入らせていただきます。意見交換につきま

しては、中村知事に進行役をお願いいたします。 

 

３ 意見交換 

（１）広域観光連携の推進について 

（愛媛県 中村知事） 

それでは進行の方を務めさせていただきます。 
まず 1 つ目の議題は、広域観光連携の推進についてでございます。こちらは私の方からまず

発言をさせていただきたいと思います。国全体では円安という背景もあるんだとは思いますけ

れども、日本のサービス・観光資源が世界的にも注目をされて、インバウンドが増加傾向にあ
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ります。さらに国の目標は、インバウンド 6,000 万人、うち 3 分の 2にあたる 4,000 万人をリ

ピーターとするという目標が立てられてますけれども、ただもう本当に定番である東京、京

都、大阪、福岡等々の主要な観光地はもう筒いっぱいという状況で、地方の魅力というものを

広めていかなかったらこの全体的な数字の達成というのは不可能だというような状況もあるん

ではなかろうかと思います。 
現に場所によってはオーバーツーリズムの問題が逆に大きな問題となっていますので、そう

いう意味では伸びしろということを考えると、中四国はチャンスありというふうな段階に入る

んではなかろうかというふうに思ってます。特に広島県さんは、新幹線もありますし本州にあ

るということで、その送客等の優位性というのがありまして、私どももぜひその力を借りれた

らなというふうに思ってます。 
京都・大阪の方の旅行者のデータを見てみますと、広島には泊まるのですがその次なる目的

地が大体福岡になっているという傾向が顕著でありまして、しかし広島から下に入っていくと

いう、この四国への道筋というのはまだまだこれから伸びしろだと思っていますので、受け入

れ側としての私どももしっかりと力を入れていきたいと思います。かつ中四国のメニュー、多

様なメニューというものがリピーターを生むには絶対必要だというふうに思いますので、観光

を中四国の自治体とも連携しながら、広域エリアでの働きかけを強めていきたいというふうに

思います。 
またさらに、瀬戸内海をせっかく有しておりますから、スーパーヨットをこれも世界中から

確保するような瀬戸内海全域での取組というのが、非常に効果があるのではなかろうかと思い

ますので、こうした連携も強めていきたいというふうに思います。 
そして次にサイクリングでございます。2014年の初開催から今年で 6 回目を迎えますけれど

も、本当に認知度は高くなってきたと思いますし、もう本当に始めた頃は全く知名度がない状

況の中からスタートでしたけども、アメリカでも放送局の世界 7 大サイクリングコースの 1 つ

にも選定されたり、今回後で触れますけれど世界最大の自転車会議 Velo-city、これが何で EU

から飛び出して愛媛で決まったかというと、各国の関係者がしまなみを走りたいと、もうこの

知名度が誘致成功の大きな鍵になりました。それぐらいのポテンシャルを発揮し始めてますの

で、より一層連携を強めていきたいと思います。 
ただ、多くなってくると心配な点が、事故やルール・マナーの逸脱、こうした苦情というも

のが観光コンテンツを錆びつかせていく大きな原因になりますので、これはもう徹底的に力を

入れていかなければいけないのではないかなというふうに思いますので、こちらも連携しなが

ら進めていきたいというふうに思います。 
そこで 1 つ提案なんですけども、2029年にしまなみ海道が開通 30 周年という節目の年を迎え

ます。これまで当初から高速道路を止めて開放するイベントも 1 つの売りになるだろうという

ことで、隔年でやってきましたけれども、ちょっと最近ですね、本当にこのままでずるずると

やっているだけでいいのかなと、やっぱりやっているとどうしてもマンネリ化ということが常

態化しますので、この 30 周年の時にちょっと趣向を変えて 1 年後送りにして、当初最初にやっ

た島博・しまのわ、島をターゲットにしたちょうどあれから 10 年経ちますので、第 2 回目のし

まのわのような、島を舞台にした 30 周年記念イベント、そこに 1 年遅らせて自転車の大会もぶ

つけていくというぐらいの両県が力を合わせた取組をしてもいい 30周年になればなという思い

を、先般の会議の時もちょっと触れさせていただいたんですが、是が非でもやりたいなという

強い思いがあるので、提案をさせていただきたいと思います。 
最後に私の方から先ほどの Velo-city でございます。来年 5 月に通常は EU で開催されますけ

ども、これまで EU 以外で開催された例は、アジアでは台湾の台北市のみでありまして、2 回目

のアジア開催、日本では初開催ということで 4 日間の国際会議になります。 
この会議は、自転車を活用したまちづくりを議論する学術会議でありまして、ここで決まっ

たことが EU各国に持ち帰られて、そのサイクリスト関係者が各国の政府や自治体に働きかけて

共通ルールが作られています。例えば EU の自転車専用道路の印、或いは自転車専用の信号機、

或いは自転車専用のロータリー、これが EU 共通仕様になったのはこの Velo-cityがきっかけに

なっていまして、世界でも最先端のまちづくりの情報が手に入る、かつ日本の取組を EU に紹介

する・連携を強めていくきっかけになる会議だと思っています。 
また、論文形式で取組を各自治体参加地域が PR する手法もとれますので、ぜひ広島県や広島
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県の自治体にも、自転車を活用したまちづくりという観点でご参加をいただけたらというふう

に思いますので、よろしくお願いいたします。 
それでは続きまして横田知事の方からお願いいたします。 
 

（広島県 横田知事） 

中村知事ありがとうございます。 
改めまして今日の両県の会議を準備してくださった皆様ありがとうございます。 

今回で 31 回目という大変歴史の長い会議ということで、私は今回初めて参加をさせていただき

ますけれども、本当に大変嬉しく思っております。そして今日はこれまで WAKKA さんとそして

ここの憩いの家ということで、すばらしい宿泊施設を拝見させていただきまして、本当に瀬戸

内海の多島美をこれだけ堪能できるような施設ということで大変感動しているところでござい

ます。 
先ほど中村知事から昔は何もなくてという話がありましたけども、本当に皆様のいろんな努

力の結果観光地の価値として大変向上してきているということを大変感じることができまし

た。先程伸びしろもたくさんあるんじゃないかというお話もありましたけれども、私としても

大変それは感じておりまして、今広島県もこのインバウンドを中心として大変多くの観光客の

皆様が世界中から訪れていただいております。広島も令和 7 年の外国人の宿泊者数ということ

で約 212 万人を記録しております。これは過去最高ということでございます。 
ただ一方で、広島で言うと原爆ドームと宮島という二つの世界遺産にかなり観光客が集中し

ているという状況です。広島県としてはこれを何とかもう県内全体そして今お話がありまし

た、中四国全体に観光客の皆さんがこう周っていただいて、そして多彩な魅力を感じていただ

きたいという思いでおります。 
そしてレンタサイクルなども今大変増えておりまして、このしまなみ海道を中心として世界

に向けてこのサイクリストの聖地ということで、今まで大変な努力で取り組まれてきたその結

果が、今表れてきているのかというふうに思っております。尾道でレンタサイクルをやってお

りますけれども、外国人観光客の利用台数はコロナ前と比較して約 3 倍となっておりまして大

変大きく増加をしております。 
ただ課題としましては、やはりもっといろんなところに行ってもらうために、地域の様々な

宝・資源を磨いていかなければいけないと思っておりますので、広島県は今年の 4 月から宿泊

税を導入いたしました。この宿泊税を市町とも連携しながら、各地の様々な、訪れていただく

所の環境整備であるとか、或いは観光資源磨きという所に使っていきながら、オーバーツーリ

ズムを避けつつ居心地の良い観光ができるところをしっかりと作ってまいりたいというふうに

考えております。 
そしてまた消費単価が今段々とこう上がってきております。これは物価高というところもあ

るんですけれども、世界の観光に対するニーズとしては、より高付加価値な体験をしていきた

いということもあるかと思います。そういったものをしっかりと取り込んでいくように、せと

うち DMO とも連携しまして、そして経済界とも是非とも連携をして、しまなみエリアそして瀬

戸内をしっかりと堪能できるような泊まる・食べる・楽しむの充実に向けた、エリア一体とな

った取組、魅力の発信ということにつなげていきたいと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 
そしてサイクリングのお話がありました。これもしまなみ海道に関しましては、今年しまな

み 2026 ということで大きな大会になりますけれども、次は 2029 年が 30 周年ということでござ

いまして、2年おきにやってきたものを 1 年後ろ倒して、しかもこれまでにはないものを作って

いこうということには大変賛同するところでございます。是非ともいろんな知恵を出し合いな

がら、少し特徴のあるものにしていきたいというふうに思っております。 
もう一つは、まさにこのサイクリングしまなみがこれまで継続的に開催されることによって

世界に対する認知度というのは大変上がってきていると思います。ただ、これからどのような

方法でさらなる観光客を取り込んでいくのか、或いはその一時期だけではなく年間を通じてい

かに観光客の皆さんに来ていただいて、通常ベースで利用していただくというところをどうす

ればできるのかということを考えてまいりたいというふうに考えております。 

それともう一つ、大会をやることは大変すばらしいことで、しかも高速道路を封鎖して自転
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車だけが通れるようになるということはすごく特別感もあっていいことなんですけれども、た

だ今その周りの人口減少であるとかそういったことが進んでおりまして、高速道路を規制する

ということになりますと、やはり船舶など地元の住民の方々の代替交通の確保ということ、こ

れをやっていかなければいけないんですけれども、ここもだんだんと難しくなってきていると

いう点がちょっと懸念される点であります。今日も海を活用した、船を活用した観光もご紹介

いただきましたけれども、そういったこともしっかりと活用しながら大会をする時の代替交

通、いわゆるこの航路というのもこれから課題として考えていきたいというふうに思っており

ます。 
また特別感があるということで今日も宿泊施設とレストランということも紹介をしていただ

きましたけれども、やっぱりそこでいかに滞在をしていただいて食事をとっていただく、或い

は地元のすばらしい食を進化させていくということも大事だと思いますので、こういったこと

も含めて、愛媛県さんそして関係市町、経済界の皆さんとも一緒に検討していきたいと思って

おります。 
そして最後に Velo-city2027Ehime ということでご紹介をいただきました。このサイクリング

に関していろんなルールをこれまで定めてこられたということでございますけれども、中村知

事がおっしゃるとおり、これからもっともっとこれを拡大していくためには、安全性であると

か事故をどう防ぐか、或いはルール・マナーというところが大変重要だと思います。是非国際

会議ということでございますけれども、広島県としても参加をさせていただいて、これからの

自転車を活用したまちづくりの先進事例を学ばせていただくとともに、これからの政策の検討

にさせていただきたいと思っております。またしまなみだけではなくて、ちょっと広島県内の

サイクリングに関する発展ということでご紹介をさせていただきますと、広島県は中国山地の

方もありまして、豊かな山の魅力を体感できるようなサイクルツーリズムの推進ということも

取り組んでまいりたいと考えております。具体的にはマウンテンバイクを楽しむための様々な

環境整備であるとか、普及促進を進めていこうとしているところでございます。この中山間に

おいても、持続可能なアクティビティにこのマウンテンバイクというものを推していきたいと

いうところで、現在コースの調査だとか人材育成などに取り組んでいるところでございます。

ぜひこの点も含めてまたいろんなお知恵をいただきたいと思います。ありがとうございます。 
 

（愛媛県 中村知事） 

どうもありがとうございました。 
それでは続きまして、三好会頭お願いします。 

 

（愛媛県商工会議所連合会 三好会頭） 

愛媛県商工会議所連合会会頭の三好でございます。 
私も昨年 11月に会頭就任しましたので今回初めての参加となっております。よろしくお願い

します。 
まず商工会議所として本当に観光振興というのは地域経済を維持するという意味では、非常

に重要な政策であるというふうに考えておりまして、私が就任して今年 3 月に、これは松山商

工会議所において人口減少社会を見据えた産業ビジョンを取りまとめました。その中で、観光

産業を成長産業と捉えて、観光振興を重点的にするというようなそういった戦略を打ち立てて

おります。もちろん、今国際定期便が週 24 便ほど韓国台湾から飛んできておりまして、インバ

ウンドが大幅に増加をしております。このインバウンドの拡大と同時に、先程ちょっとありま

した消費単価をやはり上げていくということの中で、経済効果をしっかり高めていくというこ

とが会議所の会員なんかにとってみたらかなりプラスになってくると、こういうことで力を入

れていきたいなということを考えております。 
そして観光コンテンツというのは、地域資源の中に我々やはり気づいていない観光コンテン

ツが結構あるんじゃないかというふうに思っておりまして、一般的に愛媛県は、四国遍路とか

石鎚山とかこのしまなみ海道とかということで、メジャーな観光資源もたくさんあります。そ

して地方に行けばもっと色々あるんですけれども、なかなか交通インフラが十分とは言えない

ということで、この整備が大きな課題になっているなということでございます。特に我々愛媛

県でいくと、南の方の南予の辺りに行くと中々交通の便が悪いというそういうようなこともあ
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ります。そして我々はそういうコンテンツをこれからどう活かしていくかという中で、1 つ松山

商工会議所としてはマインドフルネスとかリベラルアーツ、そういったコンテンツの造成に取

り組んでいるというところです。これは世界の富裕層とか経営者層というのが、このマインド

フルネスとかリベラルアーツ、リジェネレーションに引かれているということで、結構商工会

議所でもそうしたイベントを開くと結構興味がある方が首都圏からビジネスパーソンがいらっ

しゃったり、そしてそれに関するシンポジウムなども開くと、結構そういう形にあるものでは

ないんですけどそういったところに結構来るというようなことを考えるとそういったものを散

りばめていくような必要があるんじゃないかなと思います。 

そういう意味では四国遍路あたりはかなりそういう欧米の方の富裕層が、しっかりただ遍路

を回るだけじゃなくてそこで何かを埋め込むというようなことが非常に大事だろうなと思いま

す。記録が残っている中でこの周辺部というのは、広島の厳島神社であるとか、大三島の大山

祇神社に札所があったというこういう文献があるようでございます。だから元々四国だけでな

くこの瀬戸内圏でそういう巡礼というかそういうことをやっていたという記録があるので、何

かその辺りもヒントとして四国遍路を活用した事業創造なんかできるんじゃないかなというふ

うに思っております。そういう意味では広島と愛媛の連携というのは非常に大事だろうなとい

うふうに思ってますので、会議所としてもそういったことに色々取り組んでいきたいなという

ふうに思っています。以上です。 
 

（愛媛県 中村知事） 

ありがとうございました。 
それでは続いて松藤会頭、よろしくお願いします。 

 

（広島県商工会議所連合会 松藤会頭） 

広島商工会議所の松藤でございます。 
私も昨年の 11 月に会頭就任ということで、初めての参加になりますので、よろしくお願いい

たします。 
商工会議所という事でございますので、私の方からは広島県特に広島商工会議所として、ど

んなことに取り組んでるかを中心に時間の限りもありますのでご説明・ご紹介していきたいと

思います。 
まず、このしまなみ街道への誘客につきましては、会議所の事業といたしまして、因島商工

会議所が中心となって 2019年に発足しました因島サイクルツーリズム振興協議会というものが

ございます。この協議会、サイクリングしまなみへの運営協力の他、グラベル・ロードバイク

の聖地、そしてコースの整備であったり、安全性の強化、そして PRにも努めているところでご

ざいます。また近いところでは、令和 4 年度から日本唯一の自転車の神社として知られてます

大山神社との共催ということで、サイクリストの健康安全と自転車関連産業の繁栄を祈願す

る、「自転車神社祭り」というのが開催されています。昨年は約 2,000 名の方にご来場いただ

いたと聞いております。そして、「のろのろ一本橋全国大会」、いかにゆっくり走れるかとい

う子どもから大人まで楽しめる催し等も実施をしています。今後こうした地域のイベントを通

じて広島県内、そしてそれがひいては愛媛にも繋がっていくというそういうサイクルツーリズ

ムの振興に貢献をして参りたいと考えております。 
両知事からも発言がございましたしまなみ海道開通 30 周年に合わせて、サイクリングしまな

みの 2029 年、1 年後ろ倒しの開催ということに対しましては、このサイクリングしまなみの知

名度をさらに高めるよい機会になると思います。先程申しました因島の活動に対しても後押し

に繋がるものだと思いますので、是非 2029 年、せっかく節目の 30 周年の大会ということにな

りますので、一緒になってこれが成功できるようにどんなことをやるかということも含めまし

て、今後協議を進めていければと思います。 
サイクリングなどで疲れた体を癒すということでいきますと、やはり温泉ということがどう

しても繋がってくるんだろうなと思います。これが滞在時間の延長であったり、宿泊にもやは

り繋がっていくと思います。官公庁のインバウンドの消費動向調査、去年の 2025年度ですけれ

ども、日本滞在中に温浴をされた体験というのは実は 27％しかございません。しかしながら次

回もう 1 回日本に来た時には「温泉に入浴をしてみたい」という方が大体倍の 51.4％に上って
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いる。「日本食を食べる」ことというのも結構高い皆さんの思いなんですけども、次回体験し

たいことの上位にこの温泉ということが入ってきています。幸い愛媛県さんには道後温泉です

ね、温泉を持ってらっしゃいます。残念ながら広島県は温泉ということでいくとなかなかお呼

びすることができないんですけれども、瀬戸内海の大崎上島ではきのえ温泉が結構有名に捉え

られますが、こういったことをサイクリングとあわせて情報発信をすることで滞在期間・滞在

時間の延長、これはまさに広域の周遊・観光に繋がっていくんじゃないかと思いますので、ぜ

ひ一緒になってこれを進めていけたらなと思います。 
広島には泊まるけども福岡にというふうに言われましたけれども、広島はどちらかというと

泊まっていただけないとまだまだ実は思っておりまして、いかに泊まっていただくか、そして

福岡に行ってもらうため若しくは大阪・関東から来られるんですけど、1 日みられたら戻られる

んですね。そういうデータも出てますので、そこは広島だけじゃなくてさっきの話ではないで

すけども、広域で連携をしてそこで行ったり来たりというそういった繋がりをこれから生み出

していけるように、集中的にちょっと協議してもらいたいと思いますので、ぜひよろしくお願

いいたします。 
 

（愛媛県 中村知事） 
どうもありがとうございました。 
いろんな意見をいただきました。多様なコンテンツの拡大、ルール・マナー・安全対策の強

化、またマインドフルネス・リベラルアーツという視点からの新たなコンテンツの展開、1つの

例としては四国遍路、そして温泉の活用の裏付けとなるデータもあるのでリピーターに対して

次回はというところを絞った戦略そして 30 周年の取組、こういったところで意見や合意ができ

たのではないかと思います。 
 

（２）水産業の振興について 

（愛媛県 中村知事） 

それでは続きまして、テーマを水産業の振興についてに変えさせていただきたいと思いま

す。こちらは横田知事からご発言をお願いいたします。 
 

（広島県 横田知事） 

ありがとうございます。今年も大変暑い日が続いておりますけれども、この気候変動が水産

業に及ぼす影響というのは大変大きいものがあるというふうに日々感じているところでござい

ます。特に昨年から今年にかけての、広島で言えば一番の、水産物でのトップを誇るかきの養

殖に関して大変大きな被害が出まして、それに対して何ができるのかということを国とも連携

をしながら、これまで半年ちょっといろんな有識者の皆さんに原因究明と対策ということで議

論をしていっていただいております。 
ちょっとそのあたりをご紹介したいと思います。まず今回のかきの変死に関しましては、や

はり梅雨時期の少雨によって産卵ができなかったということと、あとこの大変暑い夏であった

ということで、環境ストレスを受けやすいかきが多かったことに加えて、それが長期に及んだ

ということで、場所によっては本当に 9 割のへい死が見られ、それ以外も 5 割以上のへい死が

見られたという事でございます。冬以降少し残ってるかきに関しましては、ある程度出荷がで

きるまでに育っていたということなんですけれども、やはり来年に向けてこの海の環境をしっ

かりとモニタリングをし、そして海域ごとにどういった状況にあるかということを、リアルタ

イムでまずはデータを収集できるような体制というのを今構築しつつあります。それによって

その海の状況に合わせて、例えば浮きや筏を移動させるとか、或いはかなり海の下の方が貧酸

素になっていたというところがございますので、それを避けるために、養殖の方法をあまり下

まで延ばさないなど、いろんな工夫をやっていこうということで対策を進めているところでご

ざいます。 
こちらの愛媛では貝はそれほどでもないということですが、その他の様々な魚種に関して

も、やはり環境変化によってかなり獲れる魚も変わってきているということがございます。例

えば水クラゲが大量発生をして、そして漁網を目詰まりさせてしまうとか、或いはアイゴによ

る藻場の食害といったところにもかなり被害が生じているところでございます。 
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こういった海面水温の上昇などの対応にはやはり色々モニタリングをしっかりとしつつ、そ

の科学的な知見を集めて対策をしていかなければいけないということでございますので、例え

ば愛媛県では、令和元年にアコヤガイの大量死という大きな被害が発生したということも承知

をしておりますけれども、その際の対応であるとか復旧に向けた取組、そこから得られた知見

などについてもぜひお聞かせいただいて、共にこの瀬戸内海に面する県として海洋環境の変化

への対応などについて、これからも愛媛県さんとも協力をしながら課題や取組について進めて

いきたいというふうに考えております。 
そしてもう一つ、水産物というのは本当に瀬戸内海を代表する食材として先程の観光振興に

も大変貢献していくものであるというふうに考えております。この四季折々に注目される瀬戸

内海の多彩な水産物を、瀬戸内魚（せとうちさかな）というふうに銘打って、広島県では広め

く発信し、そしてブランド力の向上に取り組んでおり、愛媛県さんとしては愛育フィッシュと

いうふうに銘打って、真鯛とか鰤を始めとした養殖業プロモーション活動に力を入れておられ

るというふうに承知しておりますけれども、是非こういった取組状況或いは今後の展望などに

ついて、是非意見交換をさせていただければと思っております。以上でございます。 
 

（愛媛県 中村知事） 
どうもありがとうございました。 
それでは私の方から、まず昨年の甚大なかきの被害に対しまして心からお見舞いを申し上げ

させていただきたいと思います。愛媛県はかきは少ないんですけども、養殖かきの種苗は広島

県に依存していますので、少ないながらも重要なルートになっていますので、協議会に対して

我々が持ってる情報を全て提供していきたいというふうに思います。我々としても従来の種苗

を用いた養殖も行っているのですが、2 倍体がほとんどですけど 3 倍体、染色体を 3 つ持ってい

る 3 セットのかきを用いた養殖を行ったり、それから実証実験しながらこれからどういう効果

が出てくるのかを予算面でもフォローしようということで、6 月補正予算で計上したところで

す。 
アコヤガイは令和元年ぐらいからひどくなってきてまして、正直言ってこれ原因を突き止め

るのに相当苦労しました。本当にわからないんですね。国にも参加をしていただいてようやく

ウイルスが原因であるということは突き止められたんですけども、突き止めたとはいえそれを

どうすればなくなるかというところまではいっていないという状況にあります。ただ分かって

きたのは、海面の海水温が 19℃前後で状況が変わってくるというふうなことがはっきりしてき

て、19℃度以上だと多く発生しているということが分かってきたのと、それから小さい稚貝ほ

どウイルスの影響を確実に受けているということなので、この辺りからヒントが出てくるので

はないかということで、現在は種苗生産時期の早期化、それから飼育管理の手引、今言ったよ

うな特色をしっかりと盛り込んで生産者に提供しています。その結果、真珠の生産量も徐々に

ですけども母貝も含めて回復し始めて、こうした効果があるんじゃないかなというふうに思い

ますので少し参考になるかなというふうに考えます。 
また、海水温上昇の環境変化これもう本当に深刻でございますので、特に宇和海の水温情報

は 17 ヶ所でリアルタイムで見れるように機器を設置してウォッチをしているところでございま

す。それから、AI 等を活用して魚の給餌機で給餌量の自動制御とか、カメラ映像を確認しなが

らの給餌などのスマート関係の技術を導入した支援にも取り組んでいるところでございます。

今お話があったように愛媛県では随分前、私が就任して 2 期目ぐらいだったか、どうしてこう

いうことを考えたかというと、そもそも肉は天然よりも養殖牛が高級なんです。畜産農家があ

って手塩に掛けて育ったものが高級になっている。ところが魚の世界というのは、例えば高級

な寿司店に行くと必ず出てくるのが、お客さん今日はいい天然物が入っていると言われる。天

然の方が上に見られている、これ何でだろうという、ただ単に慣習のなすものであって根拠は

ない。今は養殖技術でいうともう天然並或いは天然よりも上質な肉質を提供できる技術も確立

されているので、どちらでもいいんじゃないか上下なんてないはずだと、だからその既成概念

を変える必要があるので、養殖という言葉がそれを作り出しているのであれば、別の名前にし

ようということがそもそもの発端だったんです。県の当時の水産課職員から愛育魚（あいいく

ぎょ）という名前はどうでしょうかという提案がありました。これどういうことって聞いた

ら、「愛情を込めて育てた魚」「愛媛で育った魚」と 2つがかけ合わせてですね、ただ「ぎ
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ょ」というのが響きはどうかなと思ったので、その県職員のテーマに自分が「フィッシュ」に

しようと言って、県職員と私の合同で作ったのが愛育フィッシュという言葉なんですけども、

一定の水準を満たしたものは全て愛育フィッシュという名前で出すようになりました。プロモ

ーション活動でもそうしたことをやっていますので参考にしていただけたらと思います。今現

在ヨーロッパ、それからアジア、それからアメリカ・カナダ、こちらの方にも愛育フィッシュ

の売込をかけているところでございます。少しずつですけども実績が入っているところでござ

います。愛媛県実は海面魚類養殖業は全国 1位の生産量でございますので、しっかりと今後と

も力を入れて対応していきたいと思います。 
それから最後なんですけど、実は本当にこの交流会議で議論になって広島に対応していただ

いたのが、カキ養殖の漁具処理の問題ですね。実はそれが昔はもう本当にポンポン海に廃棄を

されてました。海流の関係なんですけれども、瀬戸内海ではなくて大半が宇和海に流れ着いて

いるんですね。人が入れない海岸沿いに滞留してるごみをばっと取った時に、その漁具が大量

に発見されてですね、何とかならないでしょうかねということで広島の方ではもうそういう不

法投棄であるとか、或いは自然にやさしい漁具の使用であるとか、それから発泡スチロールな

んかには発信器をつけて発生場所が特定できるようにするとか、いろんな対応をとっていただ

いています。ぜひ今後ともよろしくお願い申し上げたいと思います。 

それでは続きまして、松藤会頭お願いします。 
 

（広島県商工会議所連合会 松藤会頭） 

以前はそういうご迷惑かけていたということお聞きしました、ちょっとしっかり頭の中に入

れて帰りたいというふうに思います。 

私の方は、横田知事から、かきのへい死の問題かなり詳しくお話をいただいたんですけど、

少し補足という意味で話をさせていただきます。確かに昨年来このへい死の被害ということ

が、かき関連業者の経営であったり、県内の地域経済にとりましても大きな影響を与えること

になりました。会議所で昨年 12 月に特別相談窓口、これを設置をいたしましていろいろ相談に

乗ってまいったのですけれども、やはりそのヒアリングによりますと養殖の事業者、そして加

工卸売業者のみに留まらず、飲食店そして土産物販等の小売業者、イベント企画設営業者など

本当に幅広い業種で影響が出ていたということが分かりました。 
昨年 12 月に事業者に対してヒアリングしたんですけども、6 月にもヒアリングを行ったとこ

ろ、エリアによっては水揚げ量が回復してきた、一部持ち直しの兆しも見られることから、一

部という言い方に留めておきたいと思いますけれども、かきは 2 年間育てていくんですね、去

年悪かったということで、結局もう 1 年次はどうなるか。昨年そしてこの春については、それ

までの冷凍保存した商品がたくさんあったので、これで賄ってきたということがあるんですけ

ども、これがずっと続いていくと在庫も底をつくということもありますので、今後また動きを

しっかりと注視をしていきたいと思います。これは先程説明がありましたけれども、有識者会

議ということでいろんな原因として、いろんな複合的な作用があったということで取りまとめ

ていただいてます。今後専門的な見地による継続的な調査分析を進めていただきまして、事業

者の不安が払拭されるように、具体的な対策を打ち出していただきたい、我々としてもいろん

な情報をしっかり掴んでそれをお伝えをする中で一緒になって連携をしていきたいと思いま

す。 
この瀬戸内海の環境の変化ということになるんですけれども、この水産資源を維持していく

ことで、これは非常に貴重なことだと思います。持続的なこういった水産業の振興を図る上で

も重要な取り組みであると思いますので、環境保全に向けて地域で両県で取り組む具体的な発

想もあるのだと思いますので、ここはしっかりと連携をしてもらいたいと思います。 
1 つ、先程横田知事の方から瀬戸内魚というお話がありました。今日ここに来て実は中村知事

の方から、愛媛と広島では獲れる魚が違うんです、だからいいんだと、だからお互い連携すれ

ばいいんじゃないかということで、愛媛県の方では鯛・アコ、広島の方では小イワシと言われ

ました。東京の方では小イワシそのまま小さくて食べるのかというふうに言われるけど、食べ

たらおいしいねということで、こんなのが新鮮に食べられるんだということもあります。そし

て、それ以外メバルだったり小魚と言いますか、広島のものもありますので、ここはぜひお互

いが競争というのはもちろんいい意味での競争があってもいいと思うんですけども、ぜひそう
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いったここ瀬戸内に来ればおいしい魚が食べられる。おいしい魚を食べたいという需要がある

と思いますので、ぜひお互いパイを取りあうのではなくて、やはり相乗効果をしっかり取りな

がら、どうやったらそれができるかということを今後真剣に議論しながら進めていったらなと

いうふうに思いました。 
その土地でしか知らないそういった味覚とそれから食というものが、インバウンドを含めた

観光振興における重要なコンテンツになると思います。ぜひ広島名産かきということもありま

すけれども、両県のこういった各地の水産物など食の魅力、これを地域イベントなどで引き続

き発信をする、先程の記念大会もそうですが、そこに向けてしっかりと連携したいと思いま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 
 

（愛媛県 中村知事） 

それでは続きまして、三好会頭お願いします。 
 

（愛媛県商工会議所連合会 三好会頭） 

水産業の振興ということなので、少し商工会議所というよりもどちらかと言うと銀行の立場

としてこの水産業をどうするかみたいなことでお話をしたいと思います。 
足元で起こってることはすごい生産コストが高まってるということですね。特にコストに占

める飼料、要はえさの割合が非常に高いということで、近年の世界的なインフレになってると

いうこともそうなんですけれども、その飼料の原料であるカタクチイワシ、そこから油を絞っ

てそれを餌に混ぜて魚に食べさすわけなんですが、このカタクチイワシが世界的な不漁となっ

て、南米沖とかあの辺でたくさん取れるのがあんまり取れなくなって、コストが上がってい

る。そうなってなかなか利益が出にくい体質に今養殖業はなっているのが足元の現実です。 
今回の先程あったようなかきの問題、海洋環境の問題も変化しているということで、ある意

味コストに繋がりますから、そういったことで生産はできてもなかなか利益が出ない、次の投

資に持っていけないみたいなところがどうしても出てきているというのが、今養殖業を含めた

課題です。愛媛県は養殖で 850 億円ぐらい生産高があります。そして、海面の普通の漁師が釣

っているものを入れると 1,000 億円以上あるということなので、日本全体で 6,000 億円ぐらい

の養殖市場なので結構なシェアも我々愛媛県にあるんですけども、その産業が非常に大事だと

いうことです。そういった中で、実は我々の南予の方では小規模な養殖業者が非常に多いとい

うことで、なかなかその環境問題とかいろんなことに対応していくのも、デジタル化に対応し

ていくのも、やはり規模が大きければできるのだけどというようなことが結構ありまして、そ

のあたりが課題になっている。1 つの事例として、規模の大きいところはいろんなことをやって

て、例えばワクチンを魚に打ったりするわけですね。だからワクチンを魚に打つと結構へい死

しないということで、何ヶ月かの時に打つらしいのですけど。そういったことをしながらやっ

ぱりきちっと出荷をしていくと、それと品種もちょっと変えて真鯛は愛媛県が日本でトップな

んですけれども、その真鯛も実はセンネンダイというのを大西水産さんという愛南の方で作っ

てるんですけども、そこは普通の真鯛が 1 キロ今 900 円ぐらいのところ、１キロ 2,000 円で市

場に出てくるということで、そういった付加価値をつけながら産業として皆さんが競争してい

るということです。 

実はコロナ前ではあったのですが、我々伊予銀行のシンクタンク地域経済研究センターがノ

ルウェーにも視察に行ってまして、その時愛媛県の農水の方も一緒に、あと小売サプライチェ

ーンの所も行ったのですけど、ノルウェーのサーモンが 2005年ぐらいまでは日本の養殖の方が

生産高が高かったんですが、この 20 年間で今ノルウェーが断トツに 3倍ぐらいになってまし

て、日本はほぼ横ばいなんですね。それがやっぱり生産効率の問題と、ノルウェーは海外に向

かってマーケットを開拓していて当然日本も買ってますよね。昔はサーモンは生で食べたりし

なかったらしくて、今はほとんど生ですよね。そういったマーケットを見て開拓をしていって

るということで、その生産効率も日本の約 7,8 倍だったそうです。ですから、ノルウェーの人

気の職業は養殖業らしくて、大卒で入るともう当時から 1,000 万円軽くスタートの年俸である

らしくて、その場合生産が要は国家戦略みたいなところがあると思うのですが、日本の場合は

先程もちょっと述べた漁業権の問題があって、中々大規模化ができなくて生産効率が悪いとい

う課題があるので、特に瀬戸内あたりはそういった漁業権トップみたいなところをちょっと外
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して、本当に産業としてやるのであればもう少し取り組み方があるのではないかなと、一緒に

なってというようなことを水産業については感じています。 

そういった中で、我々取引先にもいろんなサポートをしてますけれども、今回日本政策投資

銀行とこの 2 月にレポートをまとめて公表しておりますので、是非我々もその作成に関わって

おりますので、水産業・養殖業の課題みたいなことをまとめておりますのでぜひご覧いただき

たいと思います。 
 

（愛媛県 中村知事） 

ありがとうございました。 
この分野ではかきの被害とアコヤガイ被害で両県悩んでいるところなので情報共有しながら

対応を模索していこうということ。それから瀬戸内魚、違いをコラボしてそうした PR に努めて

いこうというところ、それから海水温の高温対策・飼料コストの問題の分析結果もいただきま

した。 

特に天然魚もおいしいし養殖魚もおいしいとは思うんですが、世界的に見ても漁獲制限の拡

大やそれから海水の汚染問題、地域によってはもう本当に海水の汚染が深刻化していって、発

展途上国なんかは廃液なんかどんどん出していきますからそういった問題、それから海水温の

上昇の問題、地球温暖化とかはっきりしておりますけれども、そういうことを考えると、資源

を循環させる養殖業って未来があるなと個人的には思うんですね。だからどう産業として位置

付けるか、確かに今コスト的に見ても鯛ですと数年前まではキロ 700 円で採算ラインだったの

が、今はキロ 900 円が採算ラインになっていると。その影響というのは物価・燃料費の状況

と、三好会頭のご指摘の通り市場価格の上昇が背景にあって、採算面も上がってはいるんです

が、やり方によってどう価値をつけていくのかという研究と、それから一方では飼料等々に開

発余地があるんじゃないかということで技術を使ったコストダウン政策、両方を追求してせっ

かく両県でそういった研究をしていると思いますので、単独ではなくて持ち寄って水産業の発

展に寄与できたらと思いますのでよろしくお願いいたします。 
 

（３）若者や女性に選ばれる地域づくりについて 

（愛媛県 中村知事） 

それでは続きまして地域づくりについて、これは私の方からまず若者や女性に選ばれる地域

づくりです。非常に頭が痛い問題でして、特に人口減少問題に直結をしている課題になってき

ます。特にコロナ後も東京一極集中がさらに拡大をしています。愛媛県でいいますとピーク 153

万人が現在 126 万人、このまま何もしないで放置すると現在の出生数や流出の動向を機械的に

想定すると、2060 年には 65 万人台になると、とてつもない数字であります。それを回避するた

めに、今は何もしないという前提ですから、出生数を上げる対策を色々考えてはいるんですけ

ども、これはもう根本的な解決策というのは人生観・結婚観に直結しますので、すぐに的確な

解決策が見出せるわけではなく、場当たり的ではありますけども流出人口や流入人口、こうい

ったところにも目を配りながら、総合的な対策を考えていく必要があると思います。 
特にこのテーマで言うと深刻なのは、愛媛県もそうですけど、ほとんどの地方がそうだと思

うのですが、18 歳から 24 歳の若い女性の流出が圧倒的に多い、ここが非常に深刻でございま

す。特にこれに対応するために、早いうちから魅力ある職場が身近に愛媛県内にあるんだとい

うことを知ってもらうということ、知らないから出て行ってしまうという状況に対策を打つと

いうこと。それから、仕事とプライベートを両立できる職場というのが今の若い子には必須条

件になってきているので、経済界にも一緒になって動いていただいて働きやすく、働きがいの

ある職場、子育てにやさしい或いは女性のキャリア制度がしっかりしている。そういった職場

作りに手を入れていくということ、そして私も毎年大学へ行っていかに愛媛がいいかというの

を講演するようにしているんですけども、アナログ的な直接の問いかけ。ありとあらゆること

をやりながら対策を打っているところでございます。 
その結果、流入については結構成果は出ていまして、平成 27 年度は移住者が年間愛媛県は

270 人だったのですが、昨年度は 7,200 人まで来ています。これはもう四国では断トツの数字で

あります。今年度は目標 8, 500 人を打ってるんで、まだあと一押しだということで発破をかけ

ているところでございます。一方で、これだけ移住者を獲得しても社会減が発生しているとい
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うことは、若者の流出がそれ以上にあるということですから、ここの対策をしっかり打たない

限り人口減少から脱出はできないということになろうかと思いますので、しっかりと対応を続

けていきたいというふうに思います。 
そこで稼げる産業の育成、そしてそれに関わる企業の誘致等々にも力を入れてまして、現在

こうしたことを議論し、人のネットワークを作る場が必要と判断をいたしました。そこで、た

またま建替時期を迎えていた県庁の第二別館を全面リニューアルいたしまして、単に建て替え

るのではだめだということで、全く異次元な建物にしました。この第二別館は職員の職場環境

改善のシンボルにしようということで、全てがフリーアドレス制のオフィスになっています。

それから 3階は総合防災オペレーションセンター、これも大規模災害時の拠点、そして 1階・2

階は完全フルオープンの官民共創拠点 E:N BASEという名前にしています。これを開設いたしま

して、ここで官民共創の課題解決や事業展開、民官共創の同様の展開、民民共創の可能性の模

索、こういったことを創り出していく空間としてスタートを切ったところでございます。先月

からスタートを切りましたが、非常にいい調子で経済界もどんどん積極的に利用していただい

てまして、いろんな事業が動き始めていますのでこうした取組をしながら、愛媛に残りたい、

愛媛に残った方が良さそうだ、愛媛県で生涯を過ごしていこうと考える若者が増えるように全

力を尽くしていきたいというふうに思います。 

では続きまして、横田知事の方からご発言をお願いします。 
 

（広島県 横田知事） 

ありがとうございます。 
この人口の問題は本当に東京以外のほぼ全ての県が悩んでいるところではないかなというふ

うに思っているのですけれども、広島県におきましても若者の転出超過というのが大変大きな

課題になっております。そして特に女性ですね、若い女性の方の転出が多いということで、こ

れは本当に県内の様々な活力という面では大変懸念をしているところでございます。広島県も

自然減対策と社会減対策で様々な取組をしておりまして、実はちょっとコロナの後ですね大変

流出が増えておったんですけれども、ここ直近 2 年では少し改善が見られているということ

で、背景にはやはり経済が立ち上がって特に若い人達が働きたいと思うような職業が地域にあ

るということが大事だと思いますので、仕事作り、成長産業であったり或いは IT を含めて様々

な産業が立地をしているというところが重要かと思っておりますので、これを進めているとこ

ろでございます。私も知事になりまして、人を引きつける地域づくりというのを掲げて、広島

で働き暮らしたいと感じてもらえるような対策を、様々な面で前に進めているところでござい

ます。特に若者が住みたいと思う県、そして女性が働きたいと思う県というのを打ち出してや

っているところでございます。 
いろんなこれまでの成果ということで言いますと、企業誘致に関しては大体年間 30 件を目標

にして、これまで平成 28 年からやっておりまして、今 241社が様々な本社であるとか研究機

関、研究開発企業を誘致ということでやってきております。そのうちデジタル系の企業が大体

半分ちょっと 6 割ぐらいの 139 社ということで移転しているところでございます。そして県内

外のスタートアップの支援に力を入れておりまして、特に AI 開発者と県内企業をマッチングし

た実証実験であるとか、或いは半導体関連産業の集積に関する新しい取組も打ち出しておりま

す。先ほど中村知事から愛媛県庁でも新しく人を繋ぐ取組ということで始められたというお話

がございました。広島県でも広島市の中心部に、「イノベーション・ハブ・ひろしま Camps」

という場所を設けて、よそから来る人、そしていろんな新しいイノベーション或いは新しい事

業を起こしたいと思っている人たちがいろんな相談をしたりとか、ワークショップをしたりと

かそういう場所というのを作っておりまして、今 6,000人以上がそこを登録して様々な活動に

携わっていただけるという状況でございます。こういったことも含めて、しっかりと取り組ん

でいきたいなというふうに思っております。 
またいろんな会社があるという、この地元の会社の魅力がなかなか伝わりにくいというとこ

ろがございますので、これを今大学生の段階から実は LINE登録をしていただいて、そしていろ

んな仕事の企業の情報発信を直接届けるという取組であるとか、20代で広島の会社で働いてい

る人達が就活サポーターという形で、大学生の方にアドバイスをしていく、或いはイベントを

開いて色々な相談に乗っていく、こんなところも取り組んでいるところでございます。 
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そして特に女性活躍という面では、やはりそれぞれがこうありたいと思うですね、生活であ

ったり暮らしができるということが大事でありますので、キャリアと子育てとがしっかりと両

立できるような環境を作っていかなきゃいけないというふうに考えております。そういった観

点から今、共家事・共育てということで、やはりまだまだ家庭内での家事育児を女性が負担し

ているという状況がございます。女性の就業率は上がっているんですけれども、なかなか家庭

内でのそういった分担ができていないというところが見えてきましたので、今、企業さんにも

協力をしてもらって、共家事・共育てを企業として応援していただく。そういうチームを作っ

ていただいて、チーム共家事・共育てということで協賛企業を認定しまして、従業員の啓発で

あるとか、或いは職場環境をそういった男性の育児休業を取りやすくするための職場環境に取

り組んでいただくような、そんな取組をしているところでございます。誰もがライフステージ

の変化に関わらず自分らしい暮らし方・働き方ができる環境整備というのが必要であろうとい

うふうに思っております。 
私ちょっと個人的にやはり思うのが、地域に暮らしているそれこそ中学生とか高校生とか

に、やはり性別に関わらずいろんなところで活躍しているという姿をしっかり見せていく必要

があるんじゃないかと思っておりますので、色々なイベントだとか或いは職場のことで外に露

出していく時に、やはり男性も女性もどっちともが活躍しているという姿をしっかり子ども達

に見せていくような、そんな取組をこれからやっていきたいなというふうに考えております。

この件は大変難しい課題でもございますので、ぜひ愛媛県さんともしっかりと連携しながら、

いろんな取組のアイディアをまた交換できたらと思っておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

（愛媛県 中村知事） 

どうもありがとうございました。 
それでは続きまして、三好会頭お願いします。 

 

（愛媛県商工会議所連合会 三好会頭） 

まず商工会議所で今取り組んでいる事例の紹介をさせていただきますと、今、松山ウイメン

ズアクションリーダーズという組織を立ち上げて運用してまして。これはどういう組織かとい

うと、この会のリーダーとして松山商工会議所の守谷副会頭で女性なんですけれども、この方

にリーダーになっていただいて運営をしています。これは各企業会員の女性経営者のメンバー

を集めて、地域で女性が輝くための事業を積極的に開催しています。特徴的な事業としてはメ

ンバーの女性をメンターとし、自社以外の若手女性社員のメンティとして、要は他社の女性の

メンティをメンターするいう取り組みをしてまして、中々社内でいくと相談できないけどこの

人だったら社外なのであまりプレッシャーがかからないみたいなことで、結構それが受けてい

るようで、悩みとかどうやってロールモデルをやろうかということを聞きたくても聞けないみ

たいなんですね。そういった結構細かいお話をするようなんですけれども、そこはルールの中

でやったら、結構女性が管理職になろうかとか。もう 1歩目指して経営者になろうかというよ

うなことも少しずつ起こってきているようです。 
その中で大事なことは、やはりこのサスティナビリティとかウェルビーイングという観点で

すよね、働き方とかそういう意味では地域で暮らす人の幸せとか地域ごとにそう考えていく必

要があると思うんですけれども、そういう中で、愛媛大学と協力し連携して、そういった研究

のシンポジウムを会議所としてやっていまして、これが次の世代の新しい価値について話し合

ったりそういうことで、地元に残って仕事をしてもらうという環境をしっかりと整えていくと

いうことが会議所の活動として大事だなというふうに今思って力を入れているところです。 
 

（愛媛県 中村知事） 

どうもありがとうございました。 
それでは続きまして、松藤会頭お願いします。 

 

（広島県商工会議所連合会 松藤会頭） 

今の人口減少ということもありますし、転出超過ということもあります。知事が就任されて
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以来、そのことを何とか改善、いい方法ということで推し進めようとされておりましたので、

会議所・広島県の連合会も含め、広島県全体の問題として捉えて、みんなで常に意識をして今

こういう状況にあるんだということを、やはり常に思っていただくということが大事です。私

の名刺を見ていただきたいのですが、常に「Stay@広島」と入ってまして、これを広島商工会議

所が発信をして 1 つのキャッチフレーズ・合言葉にしていこうということで、常にこれを見た

時に、我々が今直面してる課題はこれなんだねということを考えていただいて、それでも先ほ

ど 18 歳から 24 歳の特に女性が出て行かれるということがありました。今だけじゃなくて、横

田知事もその頃には東京の方に行かれるということもありましたけども、今こうやって広島で

知事をされているということで、その当時その年代というのが出ていくというのは決して否定

するものではないんですけれども、やはり何年か経ってやはり地元に戻りたいというふうに思

っていただく。そして住んでみたいと思っていただくということと、県外の方が広島にステ

イ、行ってみたい、泊まってみたい、そして定住してみたいというふうに思っていただけるこ

と。でもその前に一番にあるのは、やはり住んでいる我々がこの街が本当に好きで楽しく、安

全で笑顔が溢れていて、ルールとかマナーがしっかり守られていてホスピタリティ溢れている

そういう地域広島であること。そこが原点だと思いますからそういったこともひっくるめまし

て、ちょっとあまりにも幅広くなって難しいかもわからないですが、やはりそういうのを意識

してこれからも進めていきたいということで、この「Stay＠広島」、「ステイひろしま」とい

う言い方をしていますけれども、これを進めていきたいなというふうに思っています。 
一方、広島県さんの方で「それ広島で」というキャッチフレーズで同じように発信されてい

るんですね。これは就職・ここで働くことにちょっと簡単に言うとフォーカスされていて、そ

れ広島でできるじゃんということなんですよね。ぜひ広島のいろんな企業もあるからそこにち

ょっと注目していただいて、働いてみようよ帰ってこようよというふうにして欲しいという発

信をされてます。他にもいくつか動きがあるんですけども、今ひとつ私が思ってるのは、いろ

んなことがちょっと立ち上がり過ぎていって、向かってらっしゃることは一緒なんですね。で

も、それぞれ役割はもちろん別々で、そこに向けてここをやろうということで進んでるんです

けども、ぜひ今後は経済界と広島県さんと一緒になって 1 つの方向の中で、ここはここ、これ

はちょっとやっぱり役割をきちっとつけた上で、効率良くそして効果的な取組をしていきたい

なというふうに思いました。 
県庁第二別館、ぜひちょっと行ってみたくなりましたので、官民共創ということで、おそら

く競争「コンペティター」じゃなくて共に創るということだと思います。非常に良かったの

は、官民・民官・民民で作り出すという言い方をされましたので、この言葉も非常に素敵だな

と思いました。で、私もこれからいろんな場面でちょっと使いたいと思いますので、そのため

にもまずどんな動きを、そして皆さんがそこに集まられてどんな議論があって、それが具体的

に動かされていって実現していくのか見てみたいなと思いましたので、今後ともご指導のほど

よろしくお願いいたします。 
 

（愛媛県 中村知事） 

どうもありがとうございました。 
共家事・共育てこれすごく大事な視点で、男性女性ともに育児に協力するという体制がある

家庭とない家庭では、第２子の出生の状況に影響するというデータも出ていますので、時代が

もう本当にそういう役割を両方で共有しながらやろうという時代に入りましたのでぜひ広めて

いきたいと思います。 

また、民間からのそれぞれの取組、他社の女性のメンターというのは面白い発想だなと思い

ますし、広島では「Stay＠広島」と民間ならではの取組をご紹介いただきました。それぞれ連

携できること、ともかくこの分野というのは回答・答えがないので、お互いがやっていること

を共有して参考にしながらどんどん充実させていくというのが一番良い道筋ではないかと思い

ますのでよろしくお願いしたいと思います。 
それでは予定した時間をちょっと遅れてしまいましたけども、ここからの進行は司会に返さ

せていただきます。どうもありがとうございました。 
 

４ 閉会あいさつ 
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（愛媛県 企画振興部長） 

ありがとうございました。 

それでは最後に閉会にあたりまして広島県横田知事さんからご挨拶をお願いします。 
 

（広島県 横田知事） 

ありがとうございます。 
本日は中村知事さんをはじめとしまして、愛媛県関係者の皆様のご配慮によりましてここ大

三島においてこうした有意義な会議ができました。意見交換ができましたことを本当に心から

お礼を申し上げたいと思います、ありがとうございました。 
この大三島はしまなみ海道のほぼ中央に位置して、そして古くから里山の文化を繋いできた

島であるというふうに認識をしております。現在も国内外から多くの人が訪れて、この交流の

拠点となっているということでございますけれども、この広島県と愛媛県を結ぶ架け橋のよう

なところですね、こういった有意義な意見交換ができましたことを本当に嬉しく思っておりま

す。 
先ほどもちょっとお話しましたけど今回 31 回目ということでございます。やはり今日もいろ

いろとご案内をしていただく中で本当に近いなと、この瀬戸内の多島美をしっかりと堪能でき

るところを愛媛県さんと広島県で本当に共有をしているというふうに言ってもいいんではない

かなというふうに思っております。こういった交流をしっかりとこれからも深めていければと

思っておりますのでよろしくお願いいたします。 

そして今日は観光振興・広域観光の件、そして水産業の振興、人口減少対策、どれも両県が

直面してる大きな課題だと思います。今日いただいた様々なヒントも含めて、これからそれぞ

れ対策に生かしていきたいというふうに思っておりますし、また折に触れて、いろんな意見交

換をしながら取組の進歩をさせていただきたいというふうに思っております。 
それでは今後とも、両県全体のさらなる発展に向けまして一層の連携を深めていられるよう

にということでお祈りしまして、私からの閉会のごあいさつとさせていただきます。 
本日はどうもありがとうございました。 

 

（愛媛県 企画振興部長） 

どうもありがとうございました。 
それではこれをもちまして令和 8年度広島・愛媛交流会議を終了いたします。 
本日はご協力いただきありがとうございました。ここで商工会議所三好会頭と松藤会頭は退

席されます。広島・愛媛県知事はこの後記者会見を行います。 

 

５ 終了後の囲み記者会見 

開 催 日 時：令和８年７月 27 日（月） 14:50～15:10 

開 催 場 所：大三島憩の家 

出 席 者：愛媛県知事 中村 時広 

広島県知事 横田 美香 

 

（愛媛県 企画振興部長）  

それではこれより記者会見を始めたいと思います。 
すいません時間がちょっと押してしまいまして、時間 15時 10 分まで可能までとさせていただ

ければと思います。 
ご質問のある方は挙手の上、社名とお名前をおっしゃっていただいてからご質問をお願いし

ます。 

 

（記者） 

テレビ愛媛の八木です。 

先程中村知事の方からしまなみ海道開通 30 周年を記念したイベントを提案されたと思います

けど、もう少し具体的にどのようなイメージなのかお聞かせ願いますか。 
 



15 

 

（愛媛県 中村知事） 

まだこれから検討なので何も具体案が決まっているわけではなくて、せっかくしまなみ海道

開通 30 周年を迎えるのであれば、そこに何らかの大きな取組を持ってくるというのは大義名分

も立ちやすいんじゃないかなということが 1点と、それからやっぱりただ単に担当レベルでも

前回と同じことをやればいいというようなマンネリ化からは脱出する必要もあると思うので、

それに合わせて取組をしてみたらどうかという視点と、それからやっぱりしまのわが非常に大

盛況で、ある意味では両県の取組を通じて島嶼部の皆さんが非常に元気になられたきっかけを

生むことになりました。あれから月日も経つので、この時期にぶつけていく第 2 回目のしまの

わみたいなものを考えるというのもいいことではないかなと、まだ時間がありますからすぐに

できるものではないので、タイミング的にもしやるとするならば、検討に入るのであれば最高

のタイミングなのかなというふうに思っています。 
時期についてある程度合意が今日出されましたので、広島県さんと愛媛県で、担当レベルで

またどんなことができるのか、お互いの事情もあると思いますので、できるものについての共

通点を見出すべく議論をスタートできたらいいんじゃないかなというふうに思います。 
 

（記者） 

しまのわから 10 年以上経って、今だからこそしまなみ振興を図る意義等はありますでしょう

か。 
 

（愛媛県 中村知事） 
そうですね、当時さっき冒頭で申し上げたように、ここで自転車を走る人というのは特別な

人、ロードバイクに乗る若くてああいうヘルメットときちっとしたユニフォームで走る人とい

うのはもうごくごく少数でした。そういう方々が細々とこちらの素晴らしさを体感している状

況だったのが、あれから 10 数年経って、世界の潮流でもあったんですけども、バイクの進化・

電動アシストが登場して、本当に老若男女を問わず楽しめるようなベースが整い、そしてこれ

までの取組を通じて、多くの方々がこのしまなみ海道がサイクリストの聖地であるという認識

が広がった時に行うしまのわは全く意味が違うと思うんですね。だからさらに押し上げていく

きっかけを作れる効果絶大なイベントになることが期待できるんじゃないかなというふうに思

っています。 
 

（記者） 
横田知事もどのような連携をされていくのかお聞かせください。 

（広島県 横田知事） 

ありがとうございます。このしまなみ街道というのは、これまでの皆さんの努力によって世

界的にも知られるようなサイクリングコースになりました。ただ一方で、島嶼部の人口減少で

あるとか、やはりもっともっと年々進んでいっているという状況でございます。 
今、観光客の皆様に大変多く来ていただいてますけれども、私としてもこれまでの取組を継

承しつつ、さらにその多くの人たちにもっと面的な広がりを持って周遊していただいたり、或

いは長い期間ここに滞在をしていただいたり、そこの島嶼部のまさにこの過疎の状況をです

ね、もっともっと活性化するようなそんな取組・イベントを検討できたらすばらしいなという

ふうに思っております。 
今日もより高付加価値のものを提供していこうというコンセプトもあったかと思うんですけ

れども、そういったことも考えて今ならではのイベントにできたら嬉しいなと思っておりま

す。 

 

（愛媛県 中村知事） 
もう 1 点記憶を掘り返してみると、コアなイベントというのは、こういう場合行政の広島

県・愛媛県或いは共同でやればいいと思うんですけども、一番の主役は自主企画イベントなん

ですね、こういうことやりますよ皆さん参加しませんかチャンス来ますよ、その中から住民の

皆さんが自発的にこういうことをやる・やってみよう、それは行政もバックアップする、そこ

で生まれてくるものがある。だからそこを引っ張り出すきっかけが生まれればいいんじゃない



16 

 

かなというふうに思います。 
 

（記者） 
NHK の後藤と申します。 

横田知事にお伺いさせていただきます。水産業の振興についてなんですけども、今年も本当

に暑いと思うんですが、かきは年単位で育てる必要としますけども、次のシーズンへの懸念と

いいますか、かきの大量死についてはどのようにお考えでしょうか。 
 

（広島県 横田知事） 

昨シーズンですね、大変大きな被害が出ました。それを踏まえていろんな科学的な知見だと

か有識者の知見も含めて対策というものを、今考えそして試そうとしております。 
今年も早い時期から大変高温が続いており、大変心配ではあるんですけれども、ただ去年か

らやはり来年こそはしっかりとかきが収穫できるようにしていこうということで、筏の吊るし

替えだとか或いは先程ちょっと説明をいたしましたいろんなデータ・海の状況を把握しなが

ら、そういう厳しい状況を避けるように養殖をしていただく養殖方法の工夫ということも今取

り組もうとしております。 
これは県庁だけではなくて、養殖業者の皆さん自身が様々な実証実験できるようにそういっ

た後押しも県としてもしておりますので、この暑い夏をしっかりと乗り切っていけるような養

殖をしっかりとみんなで推進していきたいなというふうに思っております。自然相手ですの

で、大変厳しいところはあるとは思うんですけども、是非そういった地元の努力を皆さんにも

知っていただきまして、また今度次のシーズン、しっかりとこのかきをまた購入していただい

て、食べて応援していただくということも是非ともお願いしたいなというふうに思っておりま

す。 

 

（記者） 
ありがとうございます。 
中村知事にも水産業の件を伺いたいのですけども、海洋環境の変化に対する調査、かきにつ

いてはもちろん広島や国がやったかと思うんですけども、他の魚類への影響というのも考えら

れるという話もありました。こういった瀬戸内の海洋環境の変化の調査の必要性をどのように

受けとめていらっしゃるかと、愛媛県としてはどういうふうに関わっていかれるかお願いしま

す。 

 

（愛媛県 中村知事） 
そうですね、天然魚 1つとってみても、僕が子どもの頃に見たこともなかったような魚が見

られるんですよね。例えば宇和海・宇和島あたりに行くと、沖縄辺りでしか取れなかったアカ

ベラとかああいう魚が見れるようになってきた。瀬戸内海では僕の子どもの頃は、ウマヅラハ

ギ・ギゾ・トラハゼこれがザコのように釣れまくっていたんですよ。今もうギゾ除いて全部高

級魚になってほとんど取れない。だから絶対これ地球温暖化・海水温の上昇というのが、魚の

生態系に大きな影響を与えているのは僕は間違いないと思うんですね。 
そこで、天然魚は生息地域が変わっていくだけですけども、養殖の場合はそうはいかないの

で、水産研究所・愛媛大学等もうあらゆる知恵を導入して、こうした高温にも強く育てられる

魚の開発、或いは赤潮もそうなんですけども高温によって新たに出てくるハードルに対しての

対策、それからそれを根本的に解決する方策の研究、それから根本を論議しても例えば早めの

いけすの移動とか人工的に回避できるような対策の研究、やることは山ほどあると思うんです

ね。だからそれらすべてを対応して臨みたいなというふうに思います。 
 

（記者） 

中国新聞尾道支局の藤田といいます、よろしくお願いします。 
横田知事と中村知事お二人にお伺いしたいんですけども、先程しまなみ海道のお話の下り

で、横田知事の方から課題として、航路の確保をどうしていくかという指摘があったと思いま

す。しまなみ海道の開通に伴って、愛媛・広島県両県の航路事業者でも非常に厳しいところが
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あるんだと思います。これは観光もそうですし産業或いは生活インフラとして欠かせないもの

であるとは思うんですけれども、その航路の維持確保に関して、それぞれ両県のお立場・考え

方というものがあればお答えいただければと思います。 
 

（広島県 横田知事） 

私の方から、まさに航路というのは、橋はもちろん繋がってはいるんですけれども、そうい

ったいろんなイベントだとか或いは災害が起きた時という面でも、やはり航路というのは大変

島が多い瀬戸内海では道路と同じような役割を担っているというふうに思っております。ただ

一方で、島嶼部の人口減少であるとか或いは燃料の高騰でありますとか様々な厳しい状況とい

うのが年々強まっている状況がありまして、これに対しては国も一定の条件の下で、赤字に対

しての支援ということをやっているんですけども、中々国の支援策にのらないものも多いんで

すね。そういったものについては、県であるとか或いは市町から支援をして何とか維持してい

るような状況であるところが多い。やはりこの状況が続いてくると本当に厳しくなってくると

いうことで、観光の話もありますけれども、観光で利用するとかもっと利用者を増やすような

取組をしっかりと工夫してやっていく、或いはこれから船の更新というのもありますので、是

非生活に必要な道ということで、国も支援のことを考えて欲しいというそういった要望もして

いるところでございます。 
いずれにしてもその生活に密着をしている航路でございますので、何とかこれを持続可能な

形で続けていくことができるように、いろんな取組をしていく必要があると考えております。 
 

（愛媛県 中村知事） 

まず、しまなみの自転車については特別な思い入れがあって、今から 13 年前に実は最初は愛

媛県だけで行った経緯があります。その時は国も全く理解してくれなくて、地元も何ぞ迷惑じ

ゃという声が充満していました。誰もやっていないことをやらない限り、地方にとって情報発

信なんか出来っこない。だから、日本で初めて高速道路を止める価値があるということで、批

判は全部自分が受けるというような覚悟で国と交渉して 1 回だけチャンスを貰いました。その

時も条件がついてまして、3 時間しか認められない 1 分でも 1 秒でも 3 時間超えたら二度と許可

しないというところまで言い切られました。当時県庁の職員に喧嘩を買ってきたので皆力を貸

してくれと言ったら、皆さんが休みの日ボランティアでやってくれと、お金が出ないし、土日

に県庁のところでカラーコーンの撤去の練習をしたりですね、本当に頑張ってくれたんです

よ。終わった時には大盛況で 2 時間 59 分 56秒でリセット完了したんです。それを受けて、も

う次もやるかという流れができた。だからその時に、地元の皆さんも最後はしょうがないなと

いう感じで受けてくれたんですけども、その後に訪れてくる情報発信の力ということを知るよ

うになります。でもその後もかなりボロクソ言われました。人が来るようになった、サイクリ

ストが来るようになったけどお金を落とさないぞと、僕はその時に島民の皆さんと話しまし

た。自分は人を連れてくるところまではやります、でもその人達が立ち止まって足を運んでお

金を落とすか否か、それはあなたたちの仕事じゃないかと、何もかも全部行政なんてそんな甘

い話は世の中にはないと、人を連れてくるということはチャンスが生まれる、そのチャンスを

生かす努力というのは皆さんの力しかないんですよというような話を延々とやった記憶があり

ます。 
今、本当にそういう意味では随分変わったなと思うんですけど、飲食店では自然にサイクル

スタンドが立つようになったり、もうみんなが自分で考えなきゃいけない、だから広島側も愛

媛側も含めて新しい土地がどんどん生まれてくる、新しいカフェが誕生する、レストランが誕

生する、宿泊施設が誕生する、移住者が来る、経済効果が確実に現れ始めているなということ

を実感します。 
そういう中で今航路の問題、これも当時からありました。ただこのしまなみの大会というの

は人を引きつけるためのイベントですから、もう 2 年に一遍しかも 6 時間という限定なので、

そこだけは堪えてもらいたい、これはもう説得するしかないと思います。その間ちゃんとフォ

ローするよと、ただ横田知事がおっしゃったように新たな船の使い方、今日も WAKKA でお話が

ありましたけども、本当に都会の人たちは船に乗ったことないんですよ。だから船に乗るとい

うことがどれだけの感激をもたらしているのか、それを考えると自転車を活用してフェリーに
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乗り込むという異次元の体験というのはもう応えられない。我々は当たり前に思ってるけども

応えられない体験だと。それに普及することによって、さらにしまなみに来てそして自転車で

フェリーに乗ろうというそういうブームを作るぐらいの気構えでやったらどうなのかなという

ことを感じます。 
ただ一方で、横田知事おっしゃったように、この離島の航路というのは単なる船の航路では

なくて生活で使う生活道路と言ってもいいと思います。だから、これは単に採算がどうだとい

う話ではなくて、生活の道路という視点で持って言えば、国の責任で持ってそれはちゃんとフ

ォローするということは自然だと思いますし、その点については広島県と一緒になって国に大

きく働きかけを強めていきたいなというふうに思いますのでよろしくお願いいたします。 
 

（記者） 

愛媛新聞の長谷川と申します。 
中村知事にお伺いをするんですけど、国際会議のテーマのお話の中で、サイクリング振興な

どインバウンドが増えていくだろうというふうな推察をされてると思うんですけど。その中で

ルールとかマナーの逸脱というのが観光コンテンツを錆びつかせるというような話をされてい

たと思います。現状で例えば自転車ルールとか自転車マナー、もしくは観光に来られてる方々

のマナー違反みたいな課題があるのかどうか。 
もしあるのであればその対策をどのように考えていらっしゃるんでしょうか。 

 

（愛媛県 中村知事） 

これ都道府県ごとにルールの対策が違うので、愛媛県のことしか分かりません。愛媛県のこ

とで言えば、かなりしまなみの自転車対策をやっている時から、例えばヘルメットの着用の条

例制定とかいろんな取組をしてきたことがありました。それからブルーラインの標準化それか

ら、1.5m 運動の展開いろんなことをやってきたのでそれなりに浸透はしてきたかなというふう

には思います。 
ただ、やっぱり外国人が多くなってくると併走であるとか、やはりちょっと感覚が違うよう

なところがあったり、それから当初の初期段階というのは人数も少なかったので、本当に気持

ちのいい挨拶が飛び交っていたと思います。見知らぬ人とすれ違っても「こんにちは」と言

う。最近話してもそういう挨拶しても全く反応がなかったりというのは確実にそういう人も増

えてきたかなと、或いはどけとか言われて抜かされたりそういう人に出会ったこともあります

ので、やはり新しい人が入ってくるとそういうことは多少出てくるので、しまなみに来るとそ

ういったこともちゃんとしてくださいよというメッセージを送る空間にして、模範的なサイク

リングロードとして広がっていったらベストかなあというふうに思っていますけど、いかがで

すか。 

 

（広島県 横田知事） 
今日の話で Velo-city でいろんなルールとかも決めているという話がありましたけども、や

はりそのことはすごく良いことだなというふうに思いますし、自転車を安全に楽しむためのマ

ナーも含めてまさに情報発信がこのしまなみからできるということになれば、もっともっとし

まなみのある意味ステータスも上がってくるのかなというふうに思いますので、そこも一緒に

やっていければと思います。 
 

（愛媛県 企画振興部長） 
それではこれで記者会見を終了させていただきます。 
本日はありがとうございました。 

 


